
あいち農産物生産流通レポートあいち農産物生産流通レポート
平成２１年３月号

◎情報サロン

・県産農産物学校給食導入促進交流会を開催しました １

（食育推進課）

◎地域トピックス

・新城菜の花まつりが開催されます ２

（新城設楽農林水産事務所）

◎東日本情報

・国内素材を活用した総菜事業の展開 ３

（東京事務所)

◎西日本情報

・平成２０年度 第２回卸売市場活性化実務講座 ５

について （食育推進課）

◎フラワーページ

・花の王国あいち推進事業の実施について ７

（園芸農産課）

◎青 果

・愛知産青果物の動向（名古屋・東京市場） ８

・名古屋・東京市場における青果物の３月の見通し ９

◎花 き

・切花・鉢花の３月の見通し（県内市場） １５

◎輸出入

・主要農産物の輸出入実績（２００８年１２月） １９

◎関連指数 ２０

内容についての問い合わせ先

愛知県東京事務所行政課農産物流通対策グループ (03)-5492-5400

愛知県農林水産部食育推進課 (052)-954-6417



情 報 サ ロ ン 

食 育 推 進 課   

 

県産農産物学校給食導入促進交流会を開催しました 

 

 学校給食への県産農産物導入を一層促進するため、平成２１年２月５日、愛知芸

術文化センターに県内の学校給食関係者を一堂に集めて、県産農産物学校給食導入

促進交流会を開催しました。  

－プログラム－  

① 講演  

  愛知県栄養教諭・学校栄養職員研究協議会会 

 長 林 紫 先生を講師に迎え、「地産地消の取組 

 から考える県産・地元産農産物をとりいれた学 

 校給食について」というテーマで、地場産物を 

 活用した献立の狙い、食育体験活動の取組など 

 について講演していただきました。 

② 事例発表 

  県内７地域の学校給食に関する特徴的な取組について、市町の給食関係者や農 

 林水産事務所の担当者から発表していただきました。 

③ 愛知県農業協同組合中央会の担当の方より、ＪＡグループ愛知の学校給食の取り 

                  組みについて、発表していただきました。 

                  ④ 質疑応答・意見交換 

                    質疑応答・意見交換では、「地元に農家

が少なく、農業従事者の高齢化が進んで

いる。今は実験的に児童・生徒のためと

いうことでかなり安い値段で農産物等

を入れてもらっているが、このままでは

農家がやっていけない。そうなると市町

村が補助金を出すことも考えなければ

ならない。補助している市町村はどのく 

らい予算を計上しているのか」、「給食に新メニューを導入するときは、どういうメ 

ンバーで検討しているのか」、「地産地消に取り組んでいくと、やはり価格が問題に 

なる。価格はどのように決めているのか」など、発表者に対して多くの質問があり、 

また、会場の方々からも活発な意見が出されました。 

 

 今回の交流会で、出席者の方には給食に県産農産物を導入する意義を理解してい

ただき、導入促進のための問題解決の一助としていただけたのではないかと思って

います。 

質疑応答・意見交換 

講師 林 紫 先生 



地域トピックス

新城設楽農林水産事務所

新城菜の花まつりが開催されます

新城市では、耕作放棄地解消対策や環境・景観保全対策として、市内各地で菜の花の

栽培が行われています。こうした中、市内各地の菜の花栽培者の集まりとして、「農村

輝きネット・新城」、「富岡で農業を楽しむ会」、「ＳＷＲしんしろ（新城市南部で地域の

活性化に取り組む団体）」が中心となって、「新城菜の花ネット」が平成１７年に設立さ

れ、新規栽培者の募集や地域興しのイベント開催に取り組んできました。

本年も、新城菜の花ネットの主催に

よる新城菜の花まつりが、３月７日

（土）、８日（日）に上平井地区で開催

されることになりましたので、ご案内

します。

新城菜の花まつりでは、無料の菜の

花摘み、もちつき大会（菜の花餅、草

餅）、新鮮地元野菜の販売などが行われ、

併せて景観保全の取組や菜の花エコプ

ロジェクトのＰＲを行います。

新城菜の花まつりの概要

日 時 平成２１年３月７日(土)､８日(日)の午前１０時３０分から午後３時頃まで

場 所 新城市上平井地区（国道１５１号バイパス上平井信号の北側）

内 容 無料菜の花摘み、もちつき大会（菜の花餅、草餅）、風船あそび、地元野菜販

売、五平餅販売、地元加工品販売など

なお、菜の花まつりに先立つ２月

２５日（水）、新城菜の花ネットの会

員による菜の花キャラバンが、菜の

花の花束と廃油石けんを持って地元

の保育園を訪問し、菜の花まつりと

菜の花エコプロジェクトのＰＲを行

いました。

昨年の菜の花まつりの様子

菜の花キャラバンで園児にＰＲ



東 日 本 情 報

国内素材を活用した総菜事業の展開

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

野菜の消費は、単身世帯の増加などにより、食の簡便化志向が高まる中、家庭での調

理から外食、総菜、持ち帰り弁当などへの「食の外部化」が進展している。このため、

産地サイドとして、従来の家計消費を前提とした出荷対応から業務・加工向けを視野に

入れた新たな対応へシフトする必要性が高まっている。

平成２１年２月１９日（木）、在京流通行政連絡会など３団体合同が主催した講演会で

「国内素材を活用した総菜事業の展開について」と題して株式会社ロック・フィールド

田中秀幸部長（購買部）の講演があり、野菜産地の今後の方向の一つと考えられたので

紹介する。

１ 株式会社ロックフィールドの概要

現在、デパ地下などで、ＲＦ１（アール・エ

フ・ワン）、神戸コロッケ、VEGETERIA（ベジ
テリア）などのブランドで全国展開しており、

昨年４月末現在８ブランド、３０７店舗４６９

億円を売り上げている。そのうち 売り上げの７

割はＲＦ１が占めている。百貨店を中心に店舗

展開をしており、消費者の嗜好が変化しやすい

総菜の素材に重きをおいている。

平成１１年、カレーの製造工程で、汚水を誤って流してしまった不祥事を教訓に健

康・安全・安心への取組を強化しており、食材については８割を国内産でまかなって

いる。

２ 株式会社ロックフィールドの取組

・ サラダに特化

サラダに特化し、素材探求や新たな商品の開発などの挑戦を続けてきた。その結

果、平成１０年に９１億円であったサラダの売り上げが、１０年後の平成２０年に

は、１９６億円へと着実に増加している。

・ 原材料へのこだわり

使う野菜は市場から仕入れるものもあるが、４割ぐらいが生産者や農業法人との

直接契約によるものである。土物、重量野菜に至っては６割強がこうした契約によ

るものである。

・ 新たな挑戦

現在、外食から中食へ移行する流れとなっており、総菜事業は大きなチャンスで

ある。



おいしいごはんが炊ける炊飯器など高価な調理器具は売れており、こうしたおい

しさを求めるお客のニーズに挑戦している。

サラダは見た目が大切であり、売り場での美しさだけでなく、家庭に持ち帰った

ときの見た目の美しさを考えた結果、サラダをケーキのようにセロハンでラップし

た「パサラ」を考案した。

シンプルなタマネギサラダ（刻んでドレッシングをかけただけのもの）でも特別

な原料を使用し、おいしいものを提供している。野菜のおいしい時期（旬）を商品

開発の前提に季節（旬）を大切にしていきたい。そして、固定観念で否定的になら

ずに新たな発想でサラダを変えていきたい。

また、素材に鮮度、品質などの「チカラ」も追求していきたい。

３ 青果物を加工するにあたって生産サイドへ求めるもの

・ 荷姿について

パッケージや結束などの調製は、量販対応の荷姿になっていると思うが、加工時

に開封するのに時間を要する。また、資材はゴミになるので処理にもお金がかかる

ので、コンテナで納めていただいてる。調製時間が短縮されるので、生産者にもメ

リットがあると考えている。レタスなどでは一列並べが良いが重ねる場合は下段が

傷んで歩留まりが悪くなるので、クッション（緩衝材）を敷くなどもう少し加工す

る立場になって、荷姿、規格を考えて欲しい。

・ 規格外品を流通させる新たなしくみの構築

市場で相手にされない規格外品でも、我々加工業者からすると使用できるものが

沢山ある。いちごなどの下位等級品はバラ詰めで出荷してもらっており、ジュース

としてお客に提供している。こうした掘り出し物は、産地へ行かなくては発見でき

ないものであり、産地や生産者と一緒になって素材の価値を高めていきたい。

・ 安全・安心（トレーサビリティー）への取組について

安全・安心を売りに新たな顧客の獲得につなげたい。契約している北海道端野町

のジャガイモ生産者には、普通収穫する前に茎葉を枯らす薬剤を使用するところを、

使わない方法で栽培してもらっている。

４ まとめ

景気低迷により消費が落ち込んでいる。当社でも売り上げが減少する中、オーガニ

ック野菜を使用した総菜は比較的高単価にもかかわらず、前年同月比１３０％を超え

ている。この商品の様に決して安くないが、消費者ニーズに合ったものであればどの

ような時代でも良い結果をもたらしてくれると考えている。また、お客のライフスタ

イルが変化している中、私たちは生産者と一緒に価値を見出していきたい。そのため

には、産地にもロットの大きさではなく、この変化を一緒になって考えてもらい、荷

姿の変更や格外流通など生産者と共有できる「いいこと」を進めていき、信頼関係を

築いていきたい。また、後継者問題など生産者が抱える課題を一緒に解決することで、

パートナーとしての信頼関係より強固なものになり、この関係が安全・安心につなが

ると考えている。



西 日 本 情 報

                                                 食 育 推 進 課 

 

平成２０年度 第２回卸売市場活性化実務講座について 

 

  今年度、第２回目の講座を２月１０日に農業共済会館で開催しました。 

  講座では、食育推進課によるＪＡＳ法に基づく食品の表示に関する講義の後

に、愛知大学経営学部准教授二村真理子氏から、「市場環境の変化と物流改革―

物流からＳＣＭへ―」と題する講演をしていただきましたので、紹介します。 

 

１  物流からロジスティクスへ 

    物流の機能は、｢輸送｣｢保管｣｢荷役｣｢包装｣｢流通加工｣｢在庫管理｣｢情報処

理｣の７つである。物流の効率化は機械化や省力化に主眼が置かれていたが限

界がある。このためロジスティクス(在庫の最小化、トータルコストの最小化)

の概念が生まれた。 

ロジスティクスの特徴 

① 成果を重視 

・コストはサービスレベルに対して最小化する。 

・物流コストは上がる可能性もある。 

② 情報を駆使して、在庫を最小化する。 

サッポロビールの物流改革の事例 

  新たな流通経路（量販店、コンビニ）の発生と既存酒店の返品増加により

商品供給問題（欠品と在庫の増加）と銘柄等の増加による物流コスト上昇。 

（原 因）                            

各支社の工場で生産数量を決定          

（生産数量が過大となる） 

（対 策） 

生産数量を本社ロジスティクス部が決 

定し、各支社の工場に指示 

（効 果） 

在庫の偏在解消と支払い物流費が減少 

 

２  ロジスティクスからＳＣＭ(サプライチェーン・マネージメント) 

１企業内での効率化には限界があるため、流通チャネル全体の利益を最大

化することを目標とし、企業間で連携するＳＣＭへ。 

ＳＣＭにより、実需にあわせた在庫保有による在庫の最小化と消費者ニー

ズにあった商品開発が可能。 

従来は、メーカーが主導であったが、近年は、流通大手企業が主導。 

 
講演する二村氏 



  

 流通大手主導のＳＣＭの事例 

  ・「ＴＯＰＶＡＬＵ グリーンアイ」（イオン） 

  ・「顔が見える食品。」（イトーヨーカドー） 

  ・「ｅ－ｐｒｉｃｅ」、「素材主義」（アピタ・ユニーグループ） 

 

３  流通大手による新たな流通経路の開発と卸売市場への影響 

  イオンの鮮魚の直接買い付け（イオンと島根漁協の直接取引） 

  ・漁業者サイド                            

（現状）                                  

①漁獲量の減少            

②燃料高騰                   

③安価な市場価格 

    （取引メリット） 

    ①価格の交渉（経費の織り込み） 

    ②収入の増加 

  ・イオンサイド 

（メリット）                 （デメリット） 

①安価な仕入れ               ①網単位の購入のため、通常販売しない 

②新鮮な魚の仕入れ             魚があり、大きさも不揃い 

    ・直接取引の考察 

①イオンと漁協ともに便益を得た 

②大規模な直接取引ができるのは一定規模の事業者のみ 

    ③イオンの取引も月に１回か２回（大半は今後も市場に依存） 

毎日では取引費用が高く、魚種をそろえられない 

 

４  卸売市場の今後・・・ 

・流通大手主導のＳＣＭの視点から 

  ①新たな流通経路の開発で、物量は減少する可能性が大きい 

  ②今後の高齢化社会の中では、中小小売事業者の存在は重要 

    →今後とも卸売市場が支えることとなる 

  ・卸売市場の今後の対応 

    ①消費者ニーズに応える卸売市場の整備 

      →物流施設としての機能の充実（施設改善に対する補助が必要） 

    ②川上団体（農協・漁協）や川下団体（小売等）との連携 

      →緩やかなＳＣＭの形成と情報を共有し、消費者ニーズに対応した青果

物を供給することにより、市場は活性化できる 

 

 
受講状況 



 
 

花の王国あいち推進事業の実施について 

園 芸 農 産 課 

 

 今年度、愛知県、愛知県花き温室園芸組合連合会及び愛知県経済農業協同組合連合会

の３団体は、実行委員会を立ち上げ、愛知県の花の生産振興と消費拡大を目的とした新

規事業『花の王国あいち推進事業』に取り組みました。 
 
１ 事業内容 

(1) 花に込めたメッセージ募集 

(2) 地域における花育教室の開催 

(3) あいちの花５０年パネル作成 
 
２ 実施した事業報告 

(1) 花に込めたメッセージ募集 

花を贈るときに伝えたい気持ちを表現したメッセージ  

を公募しました。 

優秀作品５０点については、ご応募いただいたメッセ 

  ージとともに、愛知県の花をメッセージの相手にプレゼ 

 ントしました。 

  ア 応募資格 

愛知県内に在住、在学、在勤の方 

  イ 応募期間 

    平成２０年７月１５日（火）～９月１０日（水） 

ウ 応募総数 

    ８９０点（一般１８１点、学生６５７点、不明５２点） 

エ 優秀作品 

    ５０点（一般３１点、学生１９点） 
 
(2) 地域における花育教室の開催 

   県内の小中学生を対象に、花育教室を開催しました。 

   「花育」は、花と緑を楽しむことができる健全かつ多様で豊かな心を培う教育活

動と言われています。 

 

 

 

 

 
 ＜花育教室開催模様＞ 

 

 

 

 

  

 

(3) あいちの花５０年パネル作成 

花の生産日本一を振り返る、“あいちの花のパネル５０年”を作成し、花のＰＲ

に役立てました。このパネルはＡ１サイズ１０枚セットで、希望があれば各種イ

ベント等に役立てていただくため貸し出しにも応じます。 

   （問い合わせ先：農林水産部園芸農産課 花きグループ 052－954－6419）  

フラワーページ 

開催地域 開催時期 対象 活動内容 

海部地域 １０月 
中学校１校 

３７名参加 

県内花き生産や花育について講義 

生産者によるアレンジ教室 

田原地域 １１月 
小学校４校 

１５３名参加

地域で生産されている花の講義 

フラワーアレンジメント講師によるアレンジ教室

メッセージ応募用紙 

優秀作品の一例 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場（品目：ふき）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 １６０ １５４ ２７５ ２７２ 岐阜 ( ３％)
(９６％) 徳島 （ １％）

２１年見通し １８０ － ２７０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

促成ものが出始める時期であるが、夏場 品種は伝統的に愛知早生だが、改良型が出
の高温、集中豪雨の影響で、やや遅れ気味 てきている。
である。また、土壌にも影響があり、茎が ふきは、年々消費が減少しているが、特に
細いものや短いものも散見される。 青果のふきは、調理の煩わししさから敬遠さ
入荷量は、少なかった前年をかなり上回 れる傾向がある。対面販売で調理の仕方を伝

り、価格は前年をわずかに下回る見込み。 えたり、試食で美味しさをアピールするなど
して若年層の関心を高めてほしい。

○ 東 京 都 中 央 卸 売 市 場（品目：ふき）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ３６７ ３３４ ２９９ ３００ 群馬 （ ８％)
(９１％) 茨城 （ １％）

静岡 （ ０％）
２１年見通し ４００ － ３００ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

本県産の入荷が大部分を占める。２月か 本県産のふきは、春商材として、業務だけ
ら促成ものに切り替わり３月は入荷が本格 でなく量販店からの需要もある。調理済みの
化する。現状、品質については問題ないが 惣菜を購入する消費者も多いが、家庭での調
入荷が増えても消費が鈍く販売が苦戦して 理方法のＰＲも重要となる。
いる。今後、量販店では春商材の特売が増 促成ふきは柔らかく傷みやとろけが出やす
えるので消費の向上に期待したい。 いので、出荷にあたっては切り口の処理など
入荷量は、少なかった前年をかなり上回 品質保持には特に注意して欲しい。

り、価格は前年並みの見込み。



名古屋・東京市場における青果物の３月の見通し

名古屋市中央卸売市場

２月１８日現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ３８,９１４ ２０５ 199 213 202 愛知 29％
１７年 ３８,５４５ ２０５ 210 206 200 北海道 20％

野 １８年 ３７,４９１ １９３ 188 199 191 鹿児島 9％
１９年 ３７,８８５ １９２ 181 189 208 茨城 5％
２０年 ３４,９０３ ２０９ 220 208 200

菜
５ ヵ 年 平 均 ３７,５４８ ２０１ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し ３５,０００ ２００ － － － 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

地元愛知と土物類を中心とした北海道
を主力に入荷する。作型が冬系から春系
に切り替わる品目もあるが、移行は概ね
順調で、全体的に安定した入荷となるで
あろう。
入荷量は前年並みで、価格は前年をや

や下回る見込み。

１６年 ２,４２２ １１５ 103 116 125 千葉 39％
１７年 ２,２０１ ９６ 89 102 98 徳島 17％

だ １８年 １,９６１ １１０ 106 109 116 静岡 16％
１９年 １,９１９ ７９ 55 73 114 鹿児島 10％

い ２０年 １,５０９ ９１ 102 85 84 （愛知産比率
9％）

こ ５ ヵ 年 平 均 ２,００２ ９９ 91 97 107
前年及び本年の入荷

２１年見通し １,７００ ９０ 90 90 90 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

徳島、静岡中心の入荷から、千葉中心
に移行する。千葉の生育は良好。入荷が
少なかった前年とは異なり、安定して推
移するであろう。
入荷量は少なかった前年をかなり上回

り、価格は前年並みの見込み。

１６年 ２,３２６ ９８ 75 110 109 愛知 64％
１７年 ２,５６５ １７６ 188 170 171 徳島 24％

に １８年 ２,２７４ １３６ 121 139 148 鹿児島 10％
１９年 ２,６７７ ７３ 59 79 88 中国 1％

ん ２０年 ２,０８７ １６９ 160 170 177

じ ５ ヵ 年 平 均 ２,３８６ １２９ 121 134 139
前年及び本年の入荷

２０年見通し ２,２００ １３０ 100 130 160 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を中心に、徳島、鹿児島から入荷
する。愛知、鹿児島は終了に向かい、か
わって徳島からの入荷が始まる。愛知は
２月の残量が多く、入荷が集中する可能
性もある。
入荷量は前年をやや上回り、価格は高

かった前年を大幅に下回る見込み。

東京都中央卸売市場

２月２０日現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 １３０，９７６ ２３６ 221 243 244 千葉 16％
１７年 １２９，６８８ ２３５ 244 233 229 北海道 13％

野 １８年 １３１，８１６ ２２２ 222 222 223 愛知 11％
１９年 １３１，０８５ ２２２ 206 218 242 茨城 11％
２０年 １３０，２３８ ２３８ 250 238 228 （愛知産比率

菜 11％）
５ ヵ 年 平 均 １３０，９７１ ２３１ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し １３１，０００ ２１０ － － － 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に続き関東産地からの入荷が中心
で、土物類は北海道からの入荷となる。
２月に入り好天と適度な降雨で各産地

とも生育は概ね順調で品質も良好であ
る。
入荷量は前年並みで、価格は前年をか

なり下回る見込み。

１６年 １１，９９２ １０７ 97 109 116 神奈川 59％
１７年 １２，５９３ ９１ 95 91 86 千葉 39％

だ １８年 １２，６９８ １０４ 115 94 101 静岡 1％
１９年 １２，０５６ ６８ 52 56 101

い ２０年 １２，１２３ ８６ 103 80 74 （愛知産比率
0％）

こ ５ ヵ 年 平 均 １２，２９２ ９１ 92 86 96
前年及び本年の入荷

２１年見通し １２，４００ ８０ 80 80 80 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に引き続き関東産地からの入荷が
ほとんどを占める。神奈川の生育は良好
である。収穫はピークを迎え順調な入荷
が見込まれる。千葉の生育はやや早く推
移している。
入荷量は前年をわずかに上回り、価格

は前年をかなり下回る見込み。

１６年 ８，１３５ ９２ 73 97 102 千葉 53％
１７年 ７，１６９ １７１ 188 155 169 徳島 21％

に １８年 ７，５０３ １４６ 141 153 145 埼玉 10％
１９年 ８，５５４ ７７ 73 74 84 茨城 5％

ん ２０年 ６，８３０ １８９ 189 189 188 （愛知産比率
1％）

じ ５ ヵ 年 平 均 ７，６３８ １３１ 133 134 138
前年及び本年の入荷

２１年見通し ７，０００ １３０ 110 130 130 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に続き千葉を中心とした関東産地
からの入荷が多く、徳島からの入荷も始
まる。千葉の生育は順調で肥大も良好で
ある。徳島は播種後に適度な降雨もあり
生育は順調である。
入荷量は前年をわずかに上回り、価格

は高かった前年を大幅に下回る見込み。



名古屋市中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ２,３４２ １１９ 117 124 117 愛知 31％
１７年 ２,２９６ ８８ 85 91 87 長崎 27％

は １８年 ２,３５６ ７２ 70 75 72 長野 14％
１９年 ２,４１１ ７７ 61 79 90 兵庫 13％

く ２０年 ２,０７４ １１２ 114 118 106

さ ５ ヵ 年 平 均 ２,２９６ ９３ 89 97 94
前年及び本年の入荷

２１年見通し ２,１００ １００ 110 100 90 量・価格の動き
い

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知、長崎、兵庫を中心に入荷する。
愛知は前年並み。兵庫の冷蔵ものは終盤
で、例年より少なめ。中旬からは、長崎
の春はくさいの入荷が本格化する。
入荷量は前年並みで、価格は高かった

前年をかなり下回る見込み。

１６年 ３,６１３ ８３ 75 96 76 愛知 96％
１７年 ３,３５６ １２４ 136 134 107 兵庫 3％

キ １８年 ４,３４３ ６４ 61 68 63 鹿児島 1％
１９年 ４,０８８ ６６ 53 69 76

ャ ２０年 ３,９２８ ９３ 108 98 79

ベ ５ ヵ 年 平 均 ３,８６５ ８４ 87 93 80
前年及び本年の入荷

２1年見通し ４,０００ ８０ 80 80 80 量・価格の動き
ツ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を主体に、一部兵庫からも入荷す
る。冬キャベツは小玉傾向だったが、２
月の好天で回復し、３月は順調に推移す
るであろう。
入荷量は前年並みだが、価格は前年を

かなり下回る見込み。

１６年 ４５０ ３９８ 465 453 312 愛知 94％
１７年 ５４７ ２７２ 334 264 224 徳島 2％

ほ １８年 ５５６ ２２５ 192 200 289 群馬 1％
１９年 ４２３ ３３８ 234 469 404

う ２０年 ５３２ ２１８ 332 159 173

れ ５ ヵ 年 平 均 ５０２ ２８４ 311 309 280
前年及び本年の入荷

２１年見通し ５００ ２６０ 240 260 280 量・価格の動き
ん

産地状況と
そ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

う ほぼ愛知からの入荷。冬ほうれんそう
はほぼ終了し、春系がスタートする。作
型の切り替わりのため、数量は多くない
が、安定した入荷で推移するであろう。
入荷量は前年をかなり下回り、価格は

安かった前年を大幅に上回る見込み。

東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ７，７６７ １０７ 100 99 127 茨城 50％
１７年 ８，６６３ ８０ 81 73 85 兵庫 27％

は １８年 ８，２９４ ６８ 60 67 81 群馬 11％
１９年 ７，３３４ ５８ 36 73 80 埼玉 6％

く ２０年 ６，８９１ １１１ 103 114 121 （愛知産比率
1％）

さ ５ ヵ 年 平 均 ７，７９０ ８４ 76 85 99
前年及び本年の入荷

２１年見通し ６，７００ ９０ 80 90 100 量・価格の動き
い

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

茨城が入荷の中心となり、兵庫、群馬
がそれに続く。茨城の生育は一部で軟腐
病が発生しておりやや不良か。兵庫は終
盤を迎え徐々に少なくなる。群馬の生育
は順調である。
入荷量は前年をわずかに下回り、価格

は高かった前年を大幅に下回る見込み。

１６年 １５，６３９ ９６ 82 110 95 愛知 72％
１７年 １３，８５６ １３８ 150 148 121 神奈川 14％

キ １８年 １６，３１８ ７９ 73 82 81 千葉 10％
１９年 １５，４６８ ７９ 64 82 92 茨城 1％

ャ ２０年 １５，２４４ １０４ 116 108 92 （愛知産比率
72％）

ベ ５ ヵ 年 平 均 １５，３０５ ９８ 97 106 96
前年及び本年の入荷

２１年見通し １５，０００ ８５ 85 85 85 量・価格の動き
ツ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に続き愛知と神奈川からの入荷が
中心となる。愛知の生育は気温も高く順
調で肥大も良好。神奈川は早春キャベツ
が終盤となり春キャベツとの切り替わり
時期。春キャベツの生育は前進傾向。
入荷量は前年並で、価格は高かった前

年を大幅に下回る見込み。

１６年 １，６５４ ４８０ 461 529 455 埼玉 28％
１７年 １，９７７ ３１８ 362 286 304 茨城 24％

ほ １８年 １，９８８ ２７１ 208 282 336 千葉 21％
１９年 １，６１１ ４２４ 344 507 461 群馬 18％

う ２０年 １，９１２ ２８９ 322 260 283 （愛知産比率
0％）

れ ５ ヵ 年 平 均 １，８２８ ３５０ 339 373 368
前年及び本年の入荷

２１年見通し １，８５０ ３００ 280 300 300 量・価格の動き
ん

産地状況と
そ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

う 関東産地からの入荷がほとんどを占め
る。埼玉の生育は低温、干ばつの影響が
懸念されるが概ね順調。茨城の生育も概
ね順調。千葉の生育は順調で病害虫の発
生もなく品質も良好。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前

年をやや上回る見込み。



名古屋市中央卸売市場 ※「ねぎ」の数値には「こねぎ」を含む。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ９１７ ３１９ 325 310 320 愛知 28％
１７年 ９９５ ２８３ 279 281 287 大分 14％

ね １８年 ８５３ ２６９ 289 257 261 静岡 13％
１９年 ９８１ ２３５ 227 241 239 埼玉 10％
２０年 ８８９ ４４６ 463 448 427

５ ヵ 年 平 均 ９２７ ３０９ 317 307 307
前年及び本年の入荷

２０年見通し ９００ ２７０ 300 270 250 量・価格の動き
ぎ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を中心に、大分、静岡、群馬など
から入荷する。愛知は長ねぎで平年並み
の作柄。大分、静岡は白ねぎ。静岡は多
めである。
入荷量は前年並みだが、価格は高かっ

た前年を大幅に下回る見込み。

１６年 １,７６０ ２２５ 213 242 217 茨城 40％
１７年 １,７３６ ２２５ 242 221 215 兵庫 36％

レ １８年 ２,２０５ １５４ 169 151 143 熊本 7％
１９年 １,７５５ ２３９ 184 249 295 静岡 5％
２０年 １,８９７ １９４ 253 197 151 （愛知産比率

タ 4％）
５ ヵ 年 平 均 １,８７０ ２０５ 212 212 204

前年及び本年の入荷
２１年見通し １,９００ １８０ 200 180 160 量・価格の動き

ス
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

兵庫、茨城を主力に熊本、愛知から入
荷する。愛知、静岡は終了に向かう。中
旬には茨城からの入荷が始まり、徐々に
関東産地に切り替わるであろう。順調に
移行する見込みで、入荷も安定的。
入荷量は前年並みで、価格は前年をか

なり下回る見込み。

１６年 １,８４８ ２３５ 274 221 217 愛知 48％
１７年 １,６９８ ２６３ 314 241 236 高知 20％

き １８年 １,４４２ ３４０ 491 314 257 宮崎 16％
１９年 １,６８７ ２５６ 289 262 224 群馬 7％

ゅ ２０年 １,５８０ ２５９ 271 267 242

う ５ ヵ 年 平 均 １,６５１ ２６８ 328 261 235
前年及び本年の入荷

２１年見通し １,６００ ２６０ 270 260 250 量・価格の動き
り

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を主力に高知、宮崎、群馬、鹿児
島から入荷する。日照量が増え、気温も
上昇することから、各産地とも生育は順
調に推移するであろう。宮崎は抑制もの
から促成ものに切り替わる。
入荷量、価格ともに、前年並みの見込

み。

東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ４，７６６ ２６９ 262 244 301 千葉 49％
１７年 ５，０１９ ２３０ 254 220 214 埼玉 32％

ね １８年 ４，７２３ ２３２ 271 216 210 茨城 7％
１９年 ４，９０４ １６１ 143 153 190 栃木 3％
２０年 ４，３２０ ３８１ 373 382 388 （愛知産比率

0％）
５ ヵ 年 平 均 ４，７４６ ２５１ 261 243 261

前年及び本年の入荷
２１年見通し ４，５００ １８０ 160 180 180 量・価格の動き

ぎ
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

関東産地からの入荷が中心となる。
千葉の生育は一部に病害が散見されるも
概ね順調。埼玉も一部で病害が見られる
が生育は概ね順調である。茨城の生育も
気温が高めに推移し順調である。
入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

１６年 ７，２８８ ２１８ 206 233 214 茨城 40％
１７年 ７，１６７ ２２１ 240 220 206 静岡 15％

レ １８年 ８，４７５ １４５ 157 144 134 香川 14％
１９年 ７，１０６ ２１４ 168 213 271 兵庫 7％
２０年 ８，２３１ １７９ 235 178 132 （愛知産比率

タ 1％）
５ ヵ 年 平 均 ７，６５３ １９３ 201 198 191

前年及び本年の入荷
２１年見通し ８，１００ １７０ 150 170 170 量・価格の動き

ス
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

静岡、香川に代わり、茨城からの入荷
も本格化してくる。茨城の生育は概ね順
調で品・肥大も良好である。静岡の生育
も概ね順調。香川は小玉傾向で、干ばつ
低温の影響で作柄も良くない。
全体の入荷量は前年並みで、価格は前

年をやや下回る見込み。

１６年 ６，６６４ ２５７ 297 230 249 千葉 23％
１７年 ６，４９８ ２７２ 337 241 241 群馬 21％

き １８年 ６，０５２ ３６２ 556 304 276 埼玉 20％
１９年 ６，７１４ ２６５ 285 277 237 茨城 14％

ゅ ２０年 ６，５３０ ２７３ 282 274 265 （愛知産比率
0％）

う ５ ヵ 年 平 均 ６，４９２ ２８４ 351 265 254
前年及び本年の入荷

２１年見通し ６，３００ ２７０ 270 280 270 量・価格の動き
り

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

西南暖地からの入荷が切り上がり、関
東産地からの入荷が中心となる。千葉は
生育、品質とも概ね順調である。群馬も
生育順調。埼玉の生育も天候が安定し順
調である。
入荷量は前年をやや下回り、価格も前

年並の見込み。



名古屋市中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ９７８ ２８５ 271 285 296 熊本 48％
１７年 ８３０ ３１１ 339 307 293 愛知 48％

な １８年 ７８１ ３１８ 350 322 294 高知 3％
１９年 ９５３ ２９２ 296 286 291 鹿児島 2％
２０年 ８４５ ３１８ 325 319 313

５ ヵ 年 平 均 ８７７ ３０４ 316 304 297
前年及び本年の入荷

２１年見通し ８５０ ３００ 320 300 280 量・価格の動き
す

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知、熊本を主体に、一部鹿児島、高
知から入荷する。愛知は千両、熊本は長
なす。需要が増加する時期となり、入荷
も２月の倍近くになるであろう。
入荷量は前年並みで、価格は前年をや

や下回る見込み。

１６年 １,１４８ ３７４ 345 389 385 熊本 39％
１７年 １,２１３ ３２１ 299 317 347 愛知 38％

ト １８年 １,１４３ ３５４ 339 355 366 三重 14％
１９年 １,１４２ ４１４ 408 397 437 岐阜 8％
２０年 １,１９１ ３２９ 312 322 347

マ
５ ヵ 年 平 均 １,１４９ ３７１ 340 356 376

前年及び本年の入荷
２１年見通し １,２００ ３３０ 300 330 350 量・価格の動き

ト
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知、熊本を中心に、三重、岐阜など
から入荷する。各産地とも病害虫の発生
もなく、生育は順調で、平年並みの作柄
である。入荷も安定的。
入荷量、価格ともに前年並みだが、平

年よりかなり安値となる見込み。

１６年 ２２９ ６６３ 725 685 603 熊本 48％
１７年 ２５１ ６４１ 676 615 635 愛知 40％

ミ １８年 ２２９ ６８０ 740 668 637 和歌山 11％
１９年 ２３５ ７７９ 767 768 799 宮崎 0％

ニ ２０年 ２４８ ６８０ 673 704 668

ト ５ ヵ 年 平 均 ２３９ ６８８ 716 688 668
前年及び本年の入荷

２１年見通し ２４０ ６８０ 680 680 680 量・価格の動き
マ

産地状況と
ト 入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知、熊本を主体に、一部和歌山から
も入荷する。生育がやや遅れ気味のため
上中旬はやや不安定だが、下旬には回復
する見込みで、月全体では例年並みの入
荷であろう。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前

年並みの見込み。

東京都中央卸売市場 ※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ３，８１６ ３４２ 321 353 350 高知 54％
１７年 ３，３５４ ３７９ 418 391 343 福岡 22％

な １８年 ３，２６６ ３７２ 388 374 357 佐賀 6％
１９年 ３，７６７ ３３９ 364 337 320 熊本 5％
２０年 ３，２９９ ３７０ 383 396 343 （愛知産比率

－％）
５ ヵ 年 平 均 ３，５００ ３５９ 375 370 343

前年及び本年の入荷
２１年見通し ３，４００ ３２０ 340 320 320 量・価格の動き

す
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に引き続き西南暖地からの入荷が
中心となる。高知は周期的に天候が変わ
り、気温も高めで生育は順調。福岡も生
育は順調に推移している。佐賀は細果の
発生が見られ、樹勢がやや弱い。
入荷量は前年をやや上回り、価格は前

年をかなり下回る見込み。

１６年 ６，０６３ ３９９ 363 414 416 熊本 27％
１７年 ６，１６０ ３５３ 338 348 368 栃木 18％

ト １８年 ５，７８４ ３８１ 370 385 388 愛知 11％
１９年 ５，８５２ ４４５ 440 414 476 茨城 6％
２０年 ６，０６５ ３６５ 344 363 385 （愛知産比率

マ 11％）
５ ヵ 年 平 均 ５，９８５ ３８８ 371 385 407

前年及び本年の入荷
２１年見通し ６，０００ ３５０ 350 360 350 量・価格の動き

ト
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に続き熊本、栃木、愛知からの入
荷が中心となる。熊本は概ね順調だが、
樹勢の低下が散見される。栃木は生育順
調だが、着色が1週間程度遅れている。
愛知の生育も概ね順調。
入荷量は前年並みで、価格は前年をや

や下回る見込み。

１６年 ９１３ ６４１ 719 671 561 熊本 31％
１７年 ９３９ ５８７ 638 565 563 愛知 30％

ミ １８年 ９６７ ６３５ 721 616 584 千葉 10％
１９年 ９５６ ７５０ 763 741 744 宮崎 9％

ニ ２０年 ９１８ ６６８ 649 681 673 （愛知産比率
30％）

ト ５ ヵ 年 平 均 ９３９ ６５６ 698 655 625
前年及び本年の入荷

２１年見通し ９００ ６８０ 680 680 680 量・価格の動き
マ

産地状況と
ト 入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に続き愛知、熊本からの入荷が中
心となる。熊本の生育は概ね順調である。
愛知の生育も概ね順調で、順次入荷が増
えてくる見込み。
全体の入荷量は前年並みで、価格も前

年並みの見込み。



名古屋市中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ７３９ ３７０ 410 394 318 宮崎 41％
１７年 ６０９ ５４５ 718 566 433 鹿児島 37％

ピ １８年 ４９２ ６５７ 688 698 600 高知 22％
１９年 ５８６ ５３９ 588 562 480ー

２０年 ５９０ ４９６ 542 479 426 (愛知産比率
0％）

マ ５ ヵ 年 平 均 ６０３ ５１０ 589 540 451
前年及び本年の入荷

２０年見通し ５８０ ５００ 550 500 450 量・価格の動き
ン

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

宮崎、鹿児島、高知の促成ものを中心
に入荷する。各産地とも作付面積が減少
しているものの、花つき、着果は良好で
入荷は安定的であろう。
入荷量、価格ともに、前年並みの見込

み。

１６年 ４,３４１ １６４ 174 172 149 鹿児島 55％
１７年 ３,７９０ １４６ 131 148 161 北海道 44％

ば １８年 ４,３５０ １３４ 108 156 152 青森 1％
１９年 ３,３４９ １４３ 135 142 152

れ ２０年 ３,７５３ １１８ 114 113 129 (愛知産比率
0％）

い ５ ヵ 年 平 均 ３,９１７ １４２ 132 146 149
前年及び本年の入荷

２１年見通し ３,５００ １４０ 130 140 150 量・価格の動き
し

産地状況と
ょ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

鹿児島、北海道から入荷する。鹿児島
は離島の新ばれいしょで順調な入荷。北
海道は前年産の貯蔵品を計画出荷してお
り、安定した入荷の見込み。
入荷量は前年をかなり下回り、価格は

安かった前年を大幅に上回る見込み。

１６年 ６,６４７ ９３ 99 94 88 北海道 87％
１７年 ６,７７２ １０３ 102 108 100 静岡 7％

た １８年 ５,３８７ １００ 110 110 86 愛知 4％
１９年 ６,３２８ ８８ 89 88 86 中国 1％

ま ２０年 ５,５８７ ８０ 77 81 81

ね ５ ヵ 年 平 均 ６,１４４ ９３ 95 96 88
前年及び本年の入荷

２１年見通し ５,５００ ８０ 80 80 80 量・価格の動き
ぎ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

北海道を主体に、静岡、愛知などから
入荷する。北海道は計画出荷で安定的。
静岡と愛知は新たまねぎ。月全体では前
年並みで推移するであろう。
入荷量、価格ともに、前年並みの見込

み。

東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ２，０５８ ３９９ 423 415 363 茨城 40％
１７年 ２，１２４ ５６７ 754 576 436 宮崎 32％

ピ １８年 １，６０８ ６６６ 698 715 606 高知 18％
１９年 ２，０３９ ５３９ 583 576 472 鹿児島 10％ー

２０年 １，９１６ ５１８ 629 485 463 （愛知産比率
－％）

マ ５ ヵ 年 平 均 １，８９９ ５３１ 623 555 465
前年及び本年の入荷

２１年見通し １，８５０ ５００ 500 550 500 量・価格の動き
ン

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

西南暖地からの入荷に加え、茨城から
の入荷が増える。茨城は定植が遅れたが
生育は概ね順調で品質・肥大とも良好で
ある。西南暖地は比較的天候の良い日が
続き、生育は順調に推移している。
入荷量は前年をやや下回り、価格も前

年をやや下回る見込み。

１６年 ７，３５５ １６４ 158 168 165 北海道 70％
１７年 ８，０３５ １２４ 117 124 129 鹿児島 26％

ば １８年 ８，０４０ １２６ 122 125 132 長崎 3％
１９年 ８，７５０ １２０ 114 118 127 千葉 1％

れ ２０年 ９，９８８ １０２ 101 103 102 （愛知産比率
－％）

い ５ ヵ 年 平 均 ８，４３４ １２５ 122 128 131
前年及び本年の入荷

２１年見通し ９，５００ １２０ 120 120 120 量・価格の動き
し

産地状況と
ょ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

北海道からの入荷が中心となる。北海
道は計画出荷の終盤で、入荷量が減少し
ていく。鹿児島は好天に恵まれ生育順調
で肥大も良好である。
入荷量は前年をやや下回り、価格は安

かった前年を大幅上回る見込み。

１６年 １１，２８９ １１０ 106 112 112 北海道 81％
１７年 １０，１８２ １２７ 126 131 125 静岡 12％

た １８年 ９，８６１ １１１ 111 112 110 佐賀 2％
１９年 １１，６７９ １０２ 104 101 100 愛知 1％

ま ２０年 １０，９４０ ９５ 92 96 98 （愛知産比率
1％）

ね ５ ヵ 年 平 均 １０，７９０ １０９ 108 110 109
前年及び本年の入荷

２１年見通し １１，０００ ９０ 95 90 90 量・価格の動き
ぎ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

北海道からの入荷が中心で、静岡から
の入荷が増加してくる。北海道は計画出
荷の終盤に近づいているが、品質は良好。
静岡は高温気味で玉伸び良好で、順調な
入荷が見込まれる。
全体の入荷量は前年並みで、価格は前

年をやや下回る見込み。



名古屋市中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 １７,１１５ ２９５ 301 306 282 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 17％
１７年 １９,４８３ ２８５ 290 297 272 青森 17％

果 １８年 １４,７４２ ２９１ 297 302 277 愛媛 13％
１９年 １１,６２７ ３７３ 385 366 366 愛知 10％
２０年 １１,２１９ ３２１ 315 316 333

実
５ ヵ 年 平 均 １４,８３７ ３０８ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し １１,０００ ２９０ － － － 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

国産は晩柑類、りんご、いちごなどが
中心の入荷となる。晩柑類は大玉で食味
も良いが、２月に前進入荷されたため、
３月は少なめであろう。全体では、景気
低迷のため苦しい相場が予想される。
入荷量は前年並みで、価格は前年をか

なり下回る見込み。

１６年 １,９７２ ２７３ 270 272 277 青森 98％
１７年 ２,０５０ ２９９ 291 298 308 長野 2％

り １８年 ２,０２７ ２５２ 251 249 254
１９年 ２,２５１ ２７０ 262 268 283
２０年 １,８９６ ２６１ 262 261 262 (愛知産比率

ん 0％）
５ ヵ 年 平 均 ２,０３９ ２７１ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し ２,１００ ２３０ 230 230 230 量・価格の動き

ご
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

青森主体で、一部長野から入荷する。
品種は「ふじ」を中心に、王林、ジョナ
ゴールドなど。熟度が高くやわらかめの
ため、食味は良いが、品質維持が難。消
費は鈍く、低価格志向は続くであろう。
入荷量は少なかった前年をかなり上回

り、価格は前年をかなり下回る見込み。

１６年 １,９０８ ８８２ 1,055 924 734 愛知 53％
１７年 １,６５６ １,０９５ 1,267 1,036 1,006 熊本 22％

い １８年 １,８４５ ９０１ 1,060 885 796 鹿児島 12％
１９年 １,７４５ ９２９ 1,149 912 757 三重 5％
２０年 １,６８６ ８５２ 876 840 841

ち
５ ヵ 年 平 均 １,７６８ ９２９ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し １,６５０ ８５０ 850 850 850 量・価格の動き

ご
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を中心に熊本、鹿児島、三重など
から入荷する。生育状況にばらつきが見
られるが、品種も多様に展開しており、
切れ目なく入荷するであろう。購入価格
帯は例年より低い。
入荷量は前年をわずかに下回り、価格

は前年同様に安値の見込み。

東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ４３，０４２ ３５２ 357 351 348 愛媛 17％
１７年 ４０，６９０ ３９４ 398 385 399 青森 17％

果 １８年 ４１，５９４ ３４９ 353 398 399 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 9％
１９年 ３７，０４５ ４２０ 436 412 410 静岡 8％
２０年 ３８，９４５ ３４９ 343 349 356 (愛知産比率

実 1％）
５ ヵ 年 平 均 ４０，２６３ ３７３ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し ３９，０００ ３４５ － － － 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

りんご、中晩柑、いちご中心に入荷す
る。
「不知火」は、露地物に切り替わる。

結果樹面積が増加しているが、裏年に当
たり前年並みと見込まれる。
総入荷量は前年並と見込まれ、価格も

前年並と見込まれる。

１６年 ６，３２２ ２６４ 265 267 260 栃木 30％
１７年 ６，３３３ ２８２ 278 284 284 福岡 19

り １８年 ６，７６０ ２３６ 232 238 237 佐賀 16
１９年 ７，６９６ ２６２ 256 263 268 茨城 11
２０年 ６，７０５ ２５８ 257 261 257 (愛知産比率

ん 4％）
５ ヵ 年 平 均 ６，７６３ ２６０ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し ７，５００ ２００ 200 200 200 量・価格の動き

ご
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

青森中心に「ふじ」が入荷する。市況
をみながらの出荷となるが、貯蔵量は例
年より多く、雹害の影響から下位等級品
が多い。前月と同様、入荷量は前年をか
なり上回り、価格は前年を大幅に下回る
と見込まれる。

１６年 ６，４８９ ９４０ 1,138 922 810 栃木 28％
１７年 ５，８９１ １，１７８ 1,337 1,122 1,091 佐賀 18％

い １８年 ６，７６０ ９８４ 1,141 987 872 福岡 17％
１９年 ６，５０３ ９８８ 1,207 987 810 茨城 11％
２０年 ６，２６９ ９２３ 937 913 918 (愛知産比率

ち 4％）
５ ヵ 年 平 均 ６，３８２ １，００３ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し ６，３００ ９３０ 950 930 920 量・価格の動き

ご
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

栃木中心に佐賀、福岡から入荷する。
生育は順調で、２番果と３番果は連続し
ており、山谷のないスムーズな入荷が見
込まれる。
入荷量は前年並と見込まれ、価格は前

年をやや上回ると見込まれる。



切 花 ・ 鉢 花 の ３ 月 の 見 通 し

切 花（地方卸売市場 ヤマヱ生花市場 ２月２４日現在） 単位：千本、円／本

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 １,０３８ ６４
実 １７年 １,０５７ ６９

輪 １８年 ９９８ ６２
績 １９年 ９４９ ５９

２０年 ９９４ ５９
ぎ

５ヶ年平均 １,００７ ６３

く ２１年見通し １,０００ ６０

概 愛知、沖縄中心の入荷。愛知の渥美地区は作付がやや減少しており、白系が少なめとな
るであろう。黄系は沖縄を主力に安定した入荷となる。気温高の影響で前進気味に推移し

要 そう。価格は、上中旬は彼岸需要のため堅調だが、下旬はやや鈍い動きとなる見込み。

１６年 １,０７９ ３６
実 １７年 １,１４５ ３０

小 １８年 ９７１ ３２
績 １９年 ９０２ ３６

２０年 １,００９ ３２
ぎ

５ヶ年平均 １,０２１ ３３

く ２１年見通し １,０２０ ３２

概 沖縄中心の入荷。作付は前年より増加しており、全体としては多めの入荷。気温高の影
響で前進傾向にあり、３月上旬がピークとなる。色別にみると、白系は入荷が多いため荷

要 動きはやや鈍いが、赤黄系は少ないので、堅調に推移するであろう。

１６年 ７４２ ４９
実 １７年 ７５３ ４６

カ １８年 ７７７ ４６ー

績 １９年 ６４９ ５５
ネ ２０年 ７９０ ４１ー
シ ５ヶ年平均 ７４２ ４７
ョ
ン ２１年見通し ７９０ ４３

概 愛知を主力に、和歌山、長野などから入荷。各産地とも生育が遅れていたが、気温上昇
により回復し、前年並みの入荷となるであろう。彼岸、卒業式などの需要期ではあるが、

要 消費不況により高値の期待はできず、そこそこの荷動きとなるであろう。

１６年 １８０ ７８
実 １７年 １６３ ６３

か １８年 １７８ ６１
績 １９年 １１１ ８４

す ２０年 １５３ ５４

み ５ヶ年平均 １５７ ６７

そ ２１年見通し １５５ ５５

う 概 和歌山、熊本、高知などから入荷。各産地とも、気温高の影響により、中旬までは多め
だが、下旬は減少に向かう見込み。品種は前月と同様「ビッグミスター」中心。価格は、

要 卒業式、ブライダル等の需要により、堅調に推移するであろう。



単位：千本、円／本

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 ２０８ １９１
実 １７年 １７４ ２０４

ゆ １８年 １９６ １９７
績 １９年 １６４ ２１９

２０年 １９８ １８７

り ５ヶ年平均 １８８ １９９

２１年見通し ２００ １９０

概 高知、岐阜、愛知を中心に入荷。てっぽうは安定した入荷が見込まれ、彼岸需要で中旬
に動きが活発となる。オリエンタル系は各産地とも遅れ気味であったが、気温上昇に伴い

要 回復し、品種も多様になる。すかしゆりは、入荷が少なめのため、動きはよいであろう。

１６年 ３１１ ７２
実 １７年 ２９８ ７１

洋 １８年 ３３３ ６６
績 １９年 ３１８ ７７

２０年 ２６５ ８３
ら

５ヶ年平均 ３０５ ７３

ん ２１年見通し ２７０ ８０

概 徳島、高知、愛知のほか、輸入ものが入荷する。国内産はコチョウラン、カトレア等。
生育は順調で前年並みの入荷。輸入ものは、中旬をめどに増加の見込みだが、台湾、タイ

要 の気温が低下すると減少か。卒業式、ブライダル需要等で引き合いは強く、価格は堅調。

１６年 ４０５ ８２
実 １７年 ４０７ ７９

ば １８年 ４０１ ８６
績 １９年 ３９１ ８３

２０年 ３７４ ８７

ら ５ヶ年平均 ３９６ ８３

２１年見通し ３７５ ８５

概 愛知、岐阜、三重、和歌山のほか、輸入ものが入荷。国内産は、気温上昇に伴い入荷が
増加するが、前年並み。輸入ものは、１、２月は入荷が少なかったが、３月は回復して前

要 年並みとなるであろう。ブライダル、卒業式等の需要が多く、堅調な取引が予想される。

１６年 １,２０３ ３８
実 １７年 １,１６１ ３７

枝 １８年 １,２４９ ３９
績 １９年 １,２２２ ４０

２０年 １,１３３ ３７
も

５ヶ年平均 １,１９４ ３８

の ２１年見通し １,１５０ ３６

概 静岡、長野、愛知、岐阜などから入荷。上・中旬は、蒸しもの（コデマリ、桜、アカシ
ア）中心で、中旬は彼岸用のシキミ、サカキなど。下旬は、卒業式向けの松、ボタン、桜

要 などを入荷する。需要に合った花材は荷動きも活発だが、稽古用の花材は苦しい展開。



鉢 花（愛知豊明花き地方卸売市場 ２月６日現在） 単位：鉢、円／鉢

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 125,691 ２２３

サ 実 １７年 140,232 ２０２

イ １８年 108,684 ２４３

ネ 績 １９年 95,159 ２３１

リ ２０年 109,679 １８８

ア

５ヶ年平均 115,889 ２１６

２１年見通し 100,000 １８０

概 入荷量は昨年並みか。卒業式等のイベント以外は、前月の動きを見ている限り厳しそう
である。昨年３月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（３３％）、

要 ２位奈良（１５％）、３位三重（１４％）となっている。

１６年 158,433 １４１

マ 実 １７年 155,616 ９７

ー

１８年 133,954 １１７

ガ 績 １９年 124,529 １３４

レ ２０年 124,021 １１８

ッ

ト ５ヶ年平均 139,311 １２１

２１年見通し 124,000 １１０

概 入荷量は昨年並みか。年々品種数も増え、鉢サイズも３～８号と幅広く入荷しそう。
世界初の芳香成分が含まれている品種の入荷が目玉になると予想される。昨年３月の主要

要 県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（３３％）、２位岐阜（１４％）、
３位静岡・埼玉（１２％）となっている。

１６年 68,210 ８３２

デ 実 １７年 69,612 ７５０

ン １８年 69,475 ７１０

ド 績 １９年 60,395 ７６３

ロ ２０年 64,144 ６６３

ビ

ウ ５ヶ年平均 66,367 ７４４

ム

２１年見通し 64,000 ６００

概 入荷は昨年並みか。主力は４～６号鉢だが、会社需要を狙った７～８号鉢といった大鉢
も多く入荷しそうである。昨年３月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知

要 （５６％）、２位岡山（１３％）、３位高知（９％）となっている。



単位：鉢、円／鉢

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 20,482 ５８１

カ 実 １７年 20,779 ５６３

１８年 18,541 ５５３

ラ 績 １９年 16,275 ４８９

２０年 13,789 ５５１

ー

５ヶ年平均 17,973 ５５０

２１年見通し 12,000 ５００

概 生産量は減少か。入荷は中旬頃から始まり、手頃な価格帯の3.5～４号鉢が増えそう。
５号鉢以上は激減か。昨年３月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知

要 （７０％）、２位長野（２４％）、３位埼玉（３％）となっている。

１６年 37,265 3,009

フ 実 １７年 41,818 2,836

ァ １８年 41,212 3,009

レ 績 １９年 38,908 3,283

ノ ２０年 41,043 2,902

プ

シ ５ヶ年平均 40,049 3,004

ス

２１年見通し 42,000 2,900

概 １～２月の開花調整で量が抑えられていたため、今月は全国から大輪系を中心に入荷が
増えそう。ミディー系に関してもアマビリス（白）以外の色目のものも豊富にありそう。

要 昨年３月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（６２％）、２位福岡
（１０％）、３位宮崎（５％）となっている。

１６年 122,975 ２４３

バ 実 １７年 105,607 ２１４

ラ １８年 100,296 ２１６

（

績 １９年 90,695 ２２１

ミ ２０年 97,856 ２２７

ニ

バ ５ヶ年平均 103,486 ２２５

ラ

）

２１年見通し 98,000 ２００

概 入荷量は気候の安定とともに増加の見込み。園芸シーズンの到来となるわけだが、人気
の中心は輪の大きい品種と覆色系となりそう。価格は中値～安値となる予想。昨年３月の

要 主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（６０％）、２位岐阜（２４％）、
３位三重（６％）となっている。



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 51,366 94.4 5,321,496 83.1 104 88.0 529,561 83 60,785,636 79 115 95.1

トマト 163 40.4 45,884 24.3 282 60.1 1,976 46 580,418 40 294 85.5

たまねぎ 14,472 83.8 535,248 95.2 37 113.5 184,178 81 6,369,215 70 35 86.7

にんにく 1,699 96.5 165,746 86.2 98 89.3 19,959 91 2,010,004 72 100 79.0

ねぎ 3,191 66.4 259,940 47.9 81 72.1 33,568 68 3,427,413 72 102 105.7

ブロッコリー 1,907 64.7 315,152 65.5 165 101.1 32,353 77 5,624,219 75 174 97.4

結球キャベツ 2,022 672.8 62,338 311.8 31 46.3 5,863 - 212,640 - 36 -

にんじん・かぶ 2,845 97.0 100,272 53.7 35 55.4 43,005 93 2,809,293 123 65 132.2

ごぼう 3,903 109.8 154,939 118.6 40 108.0 44,762 91 2,277,940 101 51 110.7

えんどう 141 46.2 31,749 49.0 225 106.2 999 27 208,315 23 209 86.2

アスパラガス 1,082 98.8 749,908 94.3 693 95.4 10,438 83 6,329,369 83 606 99.9

まつたけ 16 72.6 72,987 109.8 4,431 151.2 1,329 86 6,708,437 77 5,049 96.3

しいたけ 956 68.7 221,791 65.7 232 95.7 4,689 47 1,160,054 44 247 93.4

かぼちゃ 13,994 107.0 1,100,561 94.3 79 88.1 100,380 96 7,665,136 95 76 99.5

果実（生鮮・乾燥） 142,622 115.7 15,242,942 99.9 107 86.4 1,844,921 104 231,633,802 96 125 95.0

バナナ 94,328 142.3 6,321,238 164.6 67 115.6 1,092,738 113 82,870,150 121 76 109.7

パイナップル 10,670 91.9 599,459 90.4 56 98.4 144,408 87 8,917,896 81 62 104.9

レモン 4,211 133.7 519,570 66.1 123 49.4 57,377 94 10,715,126 80 187 89.0

オレンジ 2,743 62.2 308,696 57.3 113 92.1 97,818 114 9,897,632 80 101 73.4

グレープフルーツ 14,265 76.1 1,627,121 74.1 114 97.4 184,022 86 17,082,640 73 93 93.5

メロン 2,114 65.3 243,396 60.8 115 93.1 31,073 118 3,481,448 104 112 88.2

ぶどう 572 169.1 151,335 130.6 265 77.2 6,612 82 1,481,829 76 224 93.0

キウイ 29 93.1 7,176 97.2 250 104.4 59,222 99 19,404,849 102 328 102.9

いちご 24 128.3 25,392 102.8 1,058 80.1 3,278 85 3,321,444 85 1,013 99.9

切花（生鮮・乾燥） 4,109 94.6 3,069,845 83.0 747 87.7 36,119 102 29,100,595 96 806 93.8

鳥獣肉類 144,643 97.9 67,162,208 98.6 464 100.7 1,786,232 107 850,505,928 108 476 100.6

牛肉（くず肉含む） 37,380 80.0 15,493,124 71.3 414 89.2 459,292 97 222,493,383 92 484 95.3

豚肉（くず肉含む） 68,244 107.0 35,867,443 106.7 526 99.7 817,719 108 431,080,061 107 527 99.3

鶏肉 31,593 101.9 11,330,983 144.3 359 141.5 426,092 121 134,564,699 167 316 138.0

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 177,888 96.3 97,152,562 94.3 546 97.9 1,891,259 99 1,109,571,236 100 587 100.4

まぐろ類 16,769 80.1 14,057,887 66.1 838 82.5 212,337 90 207,741,013 97 978 108.8

さば・さんま・あじ・いわし 34,346 124.9 8,315,681 140.1 242 112.2 131,740 122 25,600,749 125 194 102.0

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 5,421 76.9 1,572,096 68.4 290 89.0 33,719 95 10,620,299 94 315 98.3

うんしゅうみかん 123 103.0 33,086 121.8 270 118.2 3,408 75 470,646 82 138 109.0

りんご 4,939 75.1 1,349,416 65.3 273 87.0 25,161 98 7,376,022 92 293 94.4

なし 69 138.4 33,465 125.8 484 90.9 1,521 73 666,657 72 438 98.7

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 551,438 125.2 - - - - 3,945,773 103 - -

緑茶 174 130.2 324,450 115.6 1,867 88.8 1,701 105 3,344,151 104 1,966 99.2

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

１ ２ 月 ま で の 累 計

主要農林水産物の輸出入実績 （２００８年）

品 名
１ ２ 月



関 連 指 数

全 国 平成17年＝100
項 目 消費者物価指数 項 目 農業物価指数 （平成17年＝100）

愛知県 平成17年＝100

年 月 総 生鮮 生鮮 肉 魚介 年 月 農産物 米 野 菜 果 実 畜産物

合 野菜 果物 類 類 総 合

18年平均 100.3 105.8 104.0 100.8 102.2 18年平均 102.9 97.8 108.2 120.6 99.0

全 19年平均 100.3 103.1 109.3 102.7 103.1 19年平均 97.6 95.0 100.6 110.1 99.5

20年10月 102.6 109.5 104.6 107.6 105.7 20年 9月 96.3 96.5 99.4 83.0 103.3

国 11月 101.7 101.8 98.6 107.4 106.2 10月 98.2 96.3 109.7 90.1 100.8

12月 101.3 105.8 100.7 106.8 106.0 11月 100.9 96.9 107.3 122.1 98.0

18年平均 100.2 103.9 102.5 99.8 103.9 12月 101.3 97.4 110.2 120.5 99.5

愛 19年平均 100.5 100.3 111.1 100.7 103.5

知 20年10月 102.8 105.9 100.9 105.7 106.5 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」

県 11月 102.1 99.7 97.5 105.2 104.7

12月 101.8 101.4 98.0 104.9 104.7

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」

名 古 屋 市 小 売 価 格 （円）

うるち キ は ね レ ば だ に た き ト 生 り

品目 米 ャ く タ れ い ん ま ゅ マ し ん

（

単位 (単一品種､ ベ さ ぎ ス い こ じ ね う ト い ごふ

｢ｺｼﾋｶﾘ ツ い し ん ん ぎ り た じ

年 月 ｣以外) ょ け

）

５kg １kg 100g 1kg

17年平均 2,293 170 165 586 397 304 151 340 217 522 636 178 521

18年平均 2,256 174 184 606 426 278 161 359 217 538 630 193 502

19年平均 2,229 147 153 589 440 269 137 295 203 530 629 206 535

20年10月 2,198 138 199 665 512 259 179 264 178 565 689 209 －

11月 2,183 160 142 582 437 257 128 272 194 803 678 207 453

12月 2,208 186 132 578 545 259 137 279 184 664 699 201 428

み グ オ い バ キ 緑

（

カ き バ 豚

（

牛

（

ま

品目 か レフ レ ち ナ ウフ せ

ー

ロ ロ ぐ

単位 ん

ー

ル ン ご ナ イル 茶ん ネシ く ラ 肉｜ 肉 ｜ ろ

プ

ー

ジ

ー

茶

ー

ョ ス ス

年 月 ツ ツ

）

ン

） ）

１kg 100g １kg 100g １本 100g

17年平均 548 291 362 156 240 723 618 155 171 306 234 792 480

18年平均 546 354 404 153 245 686 609 159 168 312 233 793 497

19年平均 689 356 509 165 258 705 602 163 170 315 221 776 506

20年10月 507 332 415 － 301 698 620 164 170 331 231 822 499

11月 465 366 408 － 279 675 610 159 172 326 236 837 484

12月 468 364 413 173 260 669 615 162 174 351 229 828 472

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」
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